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説明 

鳥取米子市の小規模ゼネコンである美保テクノスでの BIM 活用事例。Revit およびアドオンの

BooT.one を使った建築設計に取り組み、建築生産性の向上・働き方改革 法案への対応を実現しまし

た。 外部コンサルティングのサポートを受けつつ、自社独自のBIM規格を整備し、BooT.oneのエクステ

ンション、ファミリ、テンプレート 等を活用することで、Revit の効果を最大限に引き出し、設計業務の

70％効率化に成功しました。また、対応物件数も、過去の同一期間と⽐較すると 1 物件の増加とな り、

プロジェクトの加速、残業の削減に帰依しています。 
 
スピーカーについて 
新田唯史は一級建築士で 2004 年から美保テクノスで建築設計を担当しています。 

 

 美保テクノスは鳥取県米子市にある社員数 200 名の小規模なゼネコンです。 

 入社と同時に設計部に配属され設計者として Revit を使った建築設計に取り組み BIM の社内普及を

推進してきました。 

 2007 年より設立された Revit User Group Japan の設立メンバーで理事を担当し日本の BIM 創成期で

国内の BIM 普及に取り組み AUJ2008、RTC2010、AUJ2012 などには講師として参加し Revit を活用し

た設計事例を発表しました。 

 現在は社内において BIM 推進の責任者として全工程での BIM 化と BIM を活用した建築生産性の向

上、働き方改革法案への対応を実践し美保テクノス独自の Revit 規格策定に取り組んでいます。 

学習の目的 
  地方ゼネコンが Revit 推進により得られた効果について学習します。 

  Revit 単体と BooTone を使った時の効果の違いについて具体的な数字で学習します。 

 小さな組織での Revit 推進についてのヒントをつかむことができます。 

  小さな組織での Revit の教育方法についてのヒントをつかむことができます。 
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